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我
が

國
の

食
物
と

料
理
と

饗
宴
に

就
い

て

川

　
　

二
、

世
界
の

代
表
的

料
理
法
の

比
較

　
日

本
料
理
を

中
心
こ

し

て
、

世
界
の

三

大

料
理

を
代

表
せ

し

む

れ

ば
、

和

食
ご

洋
食
ご

支
那
食
ざ

な
る
。

併
し

斯
く
一

口

に

日

本
料

理
、

西
洋
料
理
、

支
那

料
理
ご

稱
し
て

も
、

元
よ

ら

廣
い

鳫
域
で

あ
る

か

ら
、

其
の

國
の

地

方
別
に

依
つ

て

そ
れ

ぐ
異
る

處
が

あ

る

西
洋

料
理
の

内
で

も、

英
國
流
の

特
徴
は
、

材
料
の

風

昧
を
深
く

加
工

し
な
い

で

昧
は

せ

る

點
に

あ
る
o

例
へ

ば
ロ

ー
ス

ト

・

ビ

ー
フ

（

牛
肉
の

焙
し

燒

き
）

や
ビ

ー
フ
・

テ

ー
キ

（

牛

肉
の

油
燒

き
）

等
に

見
る

様
に

、

陀

い

肉
片

に

鹽
ε

胡
椒

を
ふ

り

か

け
て

、

牛

酪
で

燒

き

ン

ー
ス

を
掛
け

る

の

を
、

無
上
の

美
味
ご

し

て

居
る
。

次
に

佛
國
流
の

料
理

は
、

鳥
肉
や

魯

（二 ）

上

七

郎

左

衛

門

歟
肉
は

勿
論

の

こ

ご
、

其
の

他

各

種
材
料
の

固
有
の

風

昧
を
引
立
せ

る

ご

同
時
に

、

巧
に

ア

ー
チ

フ

イ

シ

ヤ

ル

の

風

味
を

昧
は

は
せ

る

に

あ
る
G

叉
獨

逸
流
は

、

む
し
ろ

實
質
本
位

ε

稱
す
可
く
、

材
料
に

も
拘
泥
せ

す
、

人
工

を
も
無
靦
せ

す
に

、

口

に

味
よ
ー

滋
養
に

も

富
む

機
に

調
理

す
る
o

其
の

他

露
西
亜
料
理

伊
太
利
料
理
等
あ
ぐ

れ
ば

皆
そ
れ
み
丶
の

特

色
を
も
っ

て

ゐ
る
o

　

支
那
料
埋

を
小
分
け

す
る

ご
、

北
京
料
理

（

京
津
料
理
）

廣
東
料
理
（

兩

廣
料
理
）

腦

建

料

理
、

四
川
料
理
等
ε

な
る
。

北
京
料
灘
は

、

油
を
よ
く

使
ひ
こ

な

す
こ

ご

で

有

名
で
、

な

ほ

往
時

清
朝
の

宮
廷

料
理
に

依
つ

て

代
表
さ

れ
て

居
つ

た

か

ら
、

各
省
各
地
の

銘
料
理

珍

五

四

料
理
が

加
は
つ

て
、

渾
然
だ

る
一

個
の

風
を

な

し
て

居
る
。

訳
に

廣
東
は

古
來
か

ら
料
理

が

最
も
發
達
し
セ

處
で

、

所
謂

燕
巣
料
理
の

本

塲
で

あ

る
。

即

ち
古
語
に

も

蘇
州
で

生

れ

よ
、

柳
州
で

死
ね
よ

、

抗
州
で

飾
れ

よ
、

廣

州
で

食
べ

よ
ご

稱
す
る

程
で

あ
っ

セ
。

叉

四

川
は
符
の

芽
で

あ

る

竹
簇
ε

、

白
木
耳
な
る

銀

耳
ご

で

各

省
に

誇
b
、

南
京
は

材

料
の

豊

麗
ご

美
潤
ご

で

聞
え
て

居
る
。

概
し
て

云
へ

ば

北
方
の

料
理
は
、

豚
食
で

濃
厚
の

風
昧
を

も
ち
、

南
方
へ

行
け
ば

行
く

程
、

魚
食
で

淡

臼
こ

な
る

の

は
、

地
勢
氣
候
の

關
係
の

然
ら

し
む

處
で

あ

る
。

最

後
に

日

本
理

料
は

、

北

海
道
の

食
料
ご

琉

球
の

料
理

ご
、

東
京

、

大

阪
名
古
屋

等
ざ

、

そ

れ
ぞ

れ

顯
著
の

特
色
の

存
し
て

居
る

こ

ご

は

逋
ぶ

る

迄
も

な
い

。

故

に

爰
に

は
、

把

い

三

岩
の

極
め

て

總
括
的
の

異
同
點
を
比
較
し
て

、

其
を
長

を
探
b
其
の

短
を

捨
て

る

の

資
料
こ

す
る
。

第
一

項

　
日

本

食

　
　
一
、

圭

食
物
副
食
物

　
M

般
に

米
飯
を

常
食
こ

す
る

が
．

或
る
】

部
で

は

麥
飯
や

甘

藷
等
を

補
食
ざ

し

て

居
る
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副
食
物
ご

し
て

の

肉

類
は

、

魚
肉
が

主
で

あ

つ

て

獸
肉
は

明
治
以

降
の

普
及
に

す

ぎ

な
い

野
架
は

之
を

煮
る

か
、

叉

は

漬
物
ご

し
て

多

食
す
る
。

こ

れ

要
す
る

に

我
が

國
土
が

米
作

に

適
す
る

ド｝

共
に

．

四
面

環
海
し
、

北
太
雫

洋
を
制
し
て

居
て

、

枇

界
水
産
國
の

第
三

位

を
占
め

る

が

如
く
に

、

甚

だ
多
く

魚
貝

を

産

し
、

t
地
が

狹
く

山
が

多
く
、

牧
畜

に

不
向

き
の

駕
め

で

あ

つ

セ
。

從
つ

て

饗
宴
の

塲
合

等
に

は
、

魚
類
が

主
に

用

ひ

ら
れ
、

野
茱
鳥

肉
之
に

訳

ぎ
、

牛
豚
肉
は

最

も
少

い
。

從
つ

て

大
體
料
理
法

の

特
色
は
、

第
一

に

は
脂
肪

食
が

少

い

か

ら
、

食
昧
が

淡
泊
で

あ

る

こ

ご

第
二

に

は

魚
肉
ご

野
茱
こ

の

配

味
に

妙
を
得

て

居
る

こ

ご
、

第
三
に

は

生
の

肉

即
ち
刺
身

酢
の

物
の

類
を

喜
ぷ

こ

ε

等
で

あ

る
。

要
す

る

に

和
食
を

洋

食
ご

比
べ

る

ε
、

比

較
的
に

蛋
臼

質
が

乏
し
く
、

脂
肪
分
が

甚
だ

少
く
、

含
水
茨
素
に

富
め
る

淡
自
の

食
物

で

あ
る
。

即
ち

和
食
は

自
米
が

全
食
物
の

養
價
の

二

分

の
一

以
上
を

占
め

、

而
し
て

脂
勘
の

攝
馭

量

は
、

洋
食
が

十
一

乃
至
十
八

％
を
有

す
る

に

劉
し

、

和
食
は
僅
に

四

％
位
に

し

か

到
ら

な

い
。

時
・

　

　
二

、

調

　
　
理

　
　

法

　
日

本
人
は

新
鮮
な

魚
の

生

食
を
喜
ぷ

か

ら

饗
宴
料
理
に

刺
身
巴

酢
の

物
ε

を
缺
い

陀
の

で

は
、

御
馳

走
は
な

b
π
丶

な
い

の

で

あ
る

　

材
料
の

切
り

方
は

、

適
當
に

而
も
美
術

的

に

小
間

切
b
に

す
る
。

又

魚
類
は

軟
か

い

肉

で

あ

る

か

ら
、

原
形
や

大

切
b
で

膳
上
に

上

せ

て

も
、

二

本
に

箸
で

十
分
で
。

ナ

イ

フ

や

フ

オ

ー
ク

の

必

要
が

な

い
。

そ
れ
で

日

本
の

料

理
を
仕

方
は
、

味
で

誇
る

よ

り

も
、

庖

丁

の

冴
わ

を

得
意
こ

す
る

風

が

あ
つ

て

調
理

の

外

見
こ

色

彩
ご

美
ご

は
、

全
く

世
界
に

冠

絶

し
て

居
る
。

嘗
て

明

治
の

お

年
有
名
な

料
理

家
生

稻
の

主
人

が
、

佛

國
巴

旦
で
、

大
根
で

鶴
や

龜
を
刻
ん

だ
り
、

椿
の

花

を
刻
ん

だ
b

し
て
、

西
洋
人
を

驚
歎
せ

し
め

だ

事
は

、

巴

里
大
博
覽
曾

當
時
の
一

エ

ビ

ソ

ー
ト

こ

な
っ

て

居
る
o

食

器
も
亦
非
常
に

美
し
い
。

　
口

本
料
理

の

煮
方
は

、

大
體
に

長
煮
を
す

る

も

の

が

少

い
。

就
中
汁
物
に

於
て

然
り

で

あ
る
Q

物
料
に

依
つ

て

灰

氣
の

あ
る

も
の

は

荻
氣
を

除
き
、

混
濁
味
の

あ
る

も
の

は
、

混

濁
味
を
誘
發
し
な
い

や
う

に
つ

巴

め

て
、

唯

だ
生
氣
を

去
る

を
程

度
こ

す

る
、

こ

れ

其
の

材
料
が

多
く

新
鮮
で

あ
つ

て
、

從
っ

て

容
易

に

材
料
に

自
然
昧
を
保
留
せ

し
め

て
、

専
ら

料
理

に

所
謂
澁
昧
ご

雅

昧
ざ

を

漂
は

せ

る

こ

ご

が

斟

來
る

。

　

　
菖
、

調

　
　
味

　

等

　

日

本
料
理
に

鹹
味

を
附
す
る

に

は
．

主
ε

し
て

醤
油
ご

昧
噌
ご

を
以

て

す
る
o

食
鹽
ピ

醤
油
ご

の

併
用
は
、

偶
々

鯛
の

潮
汁
位
に

賞

美
さ

れ
る

に

過
ぎ

な
い

。

叉

酸
陳｝
は

、

粕

酢
．

米
酢

・

酒
精
酢
等
を
使
用

し
、

橙
酢
柚
子

酢

等
の

果
實
酢
は
一

局
部

に

限
ら
れ
て

居
る
。

そ

れ
で
｝

般
に

生
食

す
る

も

の

は
、

醋
を
好

む
處
か

ら
、

我
が

國
は

世
界
中
酢
を

最
も

多

く
淌

費
す
る
。

　

そ

れ
で

本

邦
に

は
、

醤
油
の

樣
な

美
昧

的

調
味
料
を

有
す
る

に

も
係
は

ら

す
、

な
ほ

鰹

節
や

煮
干
魚
や

昆
布
の

煮
出
汁

、

味
の

素

砂

糖

等
の

調
味

料
が

盛
ん

に

使…
用

さ

れ
る
o

之

は

旨
昧
に

富
む

肉

食
を

ご

ら
す

、

淡
自
過

ぎ

る

野

菜
類
を
多

食
す

る

か

ら

で

あ

る
。

叉

昧

淋
も

近
來
調

昧
料
こ

し
て

可
な

り
使

用
さ

れ

る
c

　

日

本
食
は

元
米

脂
肪
を
含
む

材
料
に

乏

し

く
、

且
っ

其
の

嗜
好

も

歴

ん
で

な
い

。

故
に

五

五
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時

　
　
　
　
詳

比

較
的
に

脂
肪
分
に

富
む

魚
類
が

嫌
は

れ
る

又

脂
肪
を
調
理

料
や
調
昧

料
に

使

用
す
る

こ

巴

も

比
酸

的
に

少
い

。

唯
｝

の

天

婦
羅
料

理

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
り

も
、

元
は
蝓…

入
料
理

で
、

叉
グ

ン

チ

ソ

汁
等

も
。

局
部
的
に

行
は

れ
る

に

過
ぎ

な
い

。

要

す
る

に

我
が

國
に

脂

肪
食
の

發
逹
し
な
か

つ

紀
の

は
、

脂
肪
を
含

む
材
料
に

乏
し
く
、

從

つ

て

脂
肪

食
の

調
昧

法
が

研
究
さ

れ

な
い

か

ら
、

時
に

海
外
か

ら

脂
肪

食
が

入
っ

て

來
て

も
、

珍

し

が

ら
れ
る

が

飽
き

ら
れ
る

ご

云
ふ

結
果
ざ

な
る
。

今
躊

盛

ん
に

洗
行

を

極
め

て

居
る

西
洋
料

理

支
那
料
理

が
、

如
何
な
る

程

度
で

本

邦
入
の

嗜
好
を

支
配
す
る

に

至
る

か

羊
羮
料
理
が

洋

羮
菓
子
ε

な
り
、

肉
饅
頭
が

韜
饅
頭
ε

な
ら

す
ん

ば

幸
で

あ

る
Q

　

香

辛
料
は

．

圭
に

木
の

芽
．

柚
、

青
紫

蘇

葱
．

茗
芽

、

山
葵

、

生

姜
等、

專
ら
新

芽
や

生

物
の

美
香
を

愛
す
る
。

乾
燥
香
料
は

、

む

し

ろ

局

部
的
に

七
昧

唐
子
粉
山

椒
等
を
用
ふ

る

に

過

ぎ
な
い
。

な

ほ

胡
痲
は

邦
人
が

好
む

唯
「

の

脂
肪

調

味
料
で

あ

b
、

夊

芳
香
料
で

あ

る
o

　
臼

本

料
理

は
．

西
洋

料
理
の

様
に

、

食

卓

否
膳
側
に

、

醤
油

鹽

其
の

他
の

調
昧
料
が

そ

な
へ

て

あ

る

こ

ビ

が

な
い

か

ら
、

萬
々

一

其

の

調
昧
が
ロ

に

合
は

な
い

で
、

鹹
ら

す
ぎ
て

も
甘
す
ぎ
て

も
、

我
慢
し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い
。

何
時
も

日

本
料
狸

の

調
味
が
．

手

際
よ

く
膿

來
π
り
、

ヌ
客
人
の

嗜
好
の

稈．
度
が

同

咽

で

あ
る

な

ら

ば
、

別
に

座

敷
の

な
か

で

手

料
理

す
る

必

要

も

な
か

ら
う
。

又

其
の

料
狸

が

單
に

觀
る

料
理
で

あ
る

か
、

乃
至

は

袂
に

入
れ
て

歸
る

料
理
で

あ
る

な
ら
ば

、

何
時
も

結
構
々

々

ε

お

世

辭
を

逋。
へ

て

居
れ
ば

、

洞

の

不
足
も

な
い

筈
だ

。

要
す
る

に

宴
席
の

日

本

料
理
が

常
に

淡
臼
で

水
っ

ぼ

く
、

腹
に

こ

た
へ

の

な
い

の

は
、

外
見

を
よ

く
す
る

ご

か

又
は

酒
肴
ご．
遅

ふ

の

み

を
目

的
こ

し
て

奔
つ

セ

か

ら
で

あ
る
Q

　

　
四

、

饗

　

宴

　

等

　
調

膳
の

方
法

は

所
謂

配

膳
式
で

、

一

人
々

々
に

食

膳
を

配
す
る
Q

此
の

配

膳
式
は
．

我

國
に

も
中
古
か

ら
生

じ
紀
も

の

で
、

中

古
ま

で

は

他
邦
ご

同
じ
く

共

卓
式
で

あ

つ

た
。

　
彼
の

西
洋
料
理
の

メ

畠

ユ

U
で

あ
る

献
立

衰
は
、

U

般
に
、

客
に

示

さ

な
い
o

　
料
理
の

蓮
び

方
は
、

所
謂
配

列
式
で

あ
っ

て
、

料
理

の

品

數
を
本
膳
の

内
外
に

列
べ

る

、

　
　

　

　
　

　

五

六

之
を

形
容
的
に

誇
張
し
て

云

ふ

な
ら

ば
、

春

夏
秋

冬
四

季
の

眺

を
こ

め

陀
、

時
な
ら
ぬ

庭

園
を
眼
前
に

現
は

す
に

あ
る
。

で

あ
る

か

ら

あ
把

ら

此
の

景
色
に

箸
を
っ

け

て
、

形
を
こ

わ

す
の

が

野
暮
臭
く
、

叉
惜
し

い

心
地
が

す

る
。

從
つ

て

彼
の

調
理
の

濃
淡

冷

瀛

等
に

依

つ

て
、

其
の

蓮
び

順
や
食
べ

順
を
定
め

る

や

う

な
こ

ご

を
し
な
い

。

爾
ほ

我
が

正

式
本
膳

で

あ
る

三

汁
七
楽
こ

か
、

五

汁
十
五

菓
な

ご

の

方
式
は

其
の

手

續
が

仲
々

面
倒
で

、

到
底

忙
し
い

世

界
に

實

用
ε

し

て

は

行

は

れ
が

紀

い
。

且
つ

食
膳
食
器
は
、

既
述
の

如
く
に

美

術
的
で

あ
る
Q

美
食
は

美
器
に

如
か

す
を
其

儘
に

現
し
て

居
る
。

そ
れ

で

酒
撰
料
理

の

主

な
る

も
の

は
、

前
出

早

逋
ベ

セ
る

如
く
吸
物
・

口

取
b
．

刺
身
・

煙

物
・

煮
物
・

酢
の

物
・

茶
碗
盛

り

等
が
一

通
b
で
、

之
が

稍
前
後
し
て

食
膳

に

列
べ

ら
れ
る
。

そ
れ

で

主
客
は

こ

れ

等
の

献
立
を

酒

肴
ε

し
て

先
づ

酒
を
の

み
、

献
酬

歡

談
に

時
を
う
つ

し
終
り

に

飯
を
食
ふ

事
に

な

つ

て

居
る
o

現
今

專
ら

行
は

れ
る

料
理

屋

風
の

食
席
は
、

此

頃
或
は

西
洋
風
を
ま
ね
て

大

體
っ

き

出
し
物

・

刺
身
・

酢
の

物
・

吸

物
・

等

を

先
に

出
し
、

終
り

に

昧
噌
汁
・
飯
・

漬
物
等

曜

N 工工
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、

r139〕

を

出
す
ご

ビ

に

な
つ

て

居
る

が
、

む

し
ろ

虎

を

書
い

て

猫
に

類
す
る

こ

ご

が

多
く
、

心
め

る

人
の

改
良
を
待
っ

て

居
る
。

　

絡
b
に

附
け

加
へ

る

が
、

御
飯
は
冷
る

霍

ま
つ

い

か

ら
、

本
邦

人
は
一

日

に
】

度
以

上

は
、

必

す
そ
の

御
湯

漬
や
お

茶

漬
を
食
べ

お

殊
に

京
阪
地

方
や
關

西
に

來
て

驚
く

の

は
、

そ
れ
が

習
慣
ε

な
っ

て
、

温
い

御
飯
が

あ
っ

て

も
、

わ
ざ

く
冷
飯
を
望
ん

で
、

之
を
香

の

物
か

何
か

で

尹
ラ

く
ε

片
づ

け
る

習
慣

が

あ
る
o

こ

れ
で

は

齒
で

噛【
む
こ

ご

な
ご

は

一

寸
無

用
の

や
う
に

思
は

れ
る
。

　
　

五
、

酒

の

用

ひ

方

　
一

般
に

同
一

類
の

清
酒
の

燗
酒
で

始
絡
す

る
。

近

來
は

希
望
に

依
り
、

夏
季
等
は

ビ

ー

ル

の

混
用
が

多
く
な
つ

花
。

而
し
て

圭
人
ピ

客
の

聞
ご

か
、

叉
は

客
の

客
ε

の

聞
に

は
．

盃
の

献

酬
が

頻
繁
に

行
は

れ

る
。

而
し

て
…
酌

は
｝

般
に

仲
居
や
妓
が

こ

れ

を
行
ふ
Q

　

尚
ほ

本
邦
の

習
慣
は

、

下
に

置
い

た

ま
丶

の

盃
に

酒
を
注

ぐ
こ

ご

を
、

お

互
に

無
醴
ε

し
て

居
る
。

丁
度
洋

式
ε

正

反

謝
で

あ

る
。

　

清
酒
の

燗
即

ち
温
め

方
の

程

度
は

、

酒
の

美
味
い

不

美
い

に

非
常
に

影
響
す
る
か

ら
、

特
別
に

注
意
を

拂
ふ
o

（
以
下

次

號）

時

　
　

九

月
鬮

日

現

在
の

稻

作

　
（

農
林
省
發
表
）

　
九
月
一

日

現
在
稻
作
况

本
年
の

稻
作
は
苗
代

時
期
に
お

け
る

天
候
概

ね
適
順
な
り
し
を

も
つ

て

苗
の

發
育
良
好
な

b
し
が

移

殖
時
期

後
は

天
候
不
順
に

し
て

こ

ε

に

土

用
入
b
後

曇
b
、

雨
天
持
績
し
か
っ

氣
温

概
し
て

低
か

り

し
を

も
っ

て

稻
の

成
育

軟
弱
徒

長
の

嫌
ひ

あ

り
て

發
育
分
蘖
十
分
な

ら

す
加
ふ

る

に

稻
熱
病
の

發
生
を
見
セ
る

ご

地

方
に

よ
れ
ば

水
害
叉
は

旱
霽
を
被
む
り

し

ビ

こ

ろ

も
あ

b
し
を
も
っ

て

入
月
十
五
日

現

在
に

お

け
る

作
况
は
『

普

逋
』

の

状
况
に

あ
り

し
が

九

月
一

日

現
在
に

お

け

る

作
况

を
見
る

に

二

百
十
日

の

厄
日

は

卆
穏

な
り

し

が

八

月

十
五
日

以

後
に

お

い

て

も
天

候
概
し

て

順
調

を
缺
き
一

部
地

方
に

お

い

て

は

風
水

害
お

よ

び

病
蟲
害
を
被
り

陀

る

も
の

あ
り

し
も
全

國

的
に

通
觀
す
れ

ば
そ

の

影
響
經
微
な

る

を

も

つ

て

な
ほ
『

普

逋
闔
の

作
况
に

あ
る

も

の

、

如

し

そ
の

地
方

別
を

示
せ

ば
左
の

如
し

　

北

海
嚇
追

　
　

良「
　
　

　
　

　

青
　

　
森闘
　
　

普
　

涌冖

石新東埼砺 稿秋 岩

川 潟 京玉 木 島田 手

稱 普稱不 稽 不 聾讐
　 　 不 　 不

良 逋良 良 良良逋 逋

輻 富 紳千群 茨山宮

　 　 奈

井 山 川葉 馬 城 形 城

稍
・
稱 稱 不 帶 不 讐 稍

　 　 不 　 不 　 　 不

良良良良 良良通 良

備
考 沖 宮 熊佐 高香 山 岡鳥奈大滋 愛 岐山

一 繩崎本 賀知 川 口山 取 良阪賀 知 阜梨
、

莨讐讐稱 不 嬰普穃 誓榾 普普替臀瞥
　　 　 不 　　　　不

　逋逋 良良通 通 良逋 貝 遞 逋逋薀 逋

鹿 大 長 福 愛徳 癢 島和 兵京 三 靜 長

兒 　　 　 　 　 　　 歌

島分 崎 岡媛 島島 根 山 庫 都 重岡野

稱

不
良

稍
不

良

不 普讐不 普警普

良 逋 逋 耳遖 通通

稽
不

良

稍
不

良

普

逎

曹

逋

稱

良

　

　
　

　
　
作
况
ご

は
作
付

反
別

の

増
滅
に

關
ぜ

す

單

　
に

作

柄
の

良
否
の

駿
况

か
い

ひ

讐

通
作
毘

ピ

は
前

五
ケ

　
年

間
に

お

け

る

中
庸
の

作

柄
な

い

ふ

二
、

作
况
の

區
分
は

左
の

梗…
準
に

よ

る

良
α馳
晋

逋
作

况
に

　
比
し

増
收
五

分
な

超
ゆ
る

見
込
の

膓
合

、

稱

良
、

讐
通
作

　
况

に

比
し

増

收
五
分
以

内
の

見
込

の

瘍
合、
讐
通

、

普
通

　
作
況

の

駄
込
の

瘍
合

、

稻
不
良、
臀
邁

作
况

に

比
し

減

收

　
五
分

以

内

の

見

込
の

塲
倉

，

不
頁、
讐
遘

作
况
に

比

し
減

　
收
五

分

な

超
ゆ
る

見
込

　

　
　

八

月

牢

ε

比

較

　
九
月
一

日
現
在
全

國
水
稻
作
は
全

國

李

均
し

て

普
逋
で

あ
る

が

今
そ
の

内

譯
に

つ

き
こ

れ

な

左

記
發

表
し

れ
る

八

月
＋

五
日

現

在

状
况

に

對
比

况
し

て

示
ぜ

ぱ
左
の

如
き

變

牝
か

示

し

て

ゐ
る

不 稱 曹稽 良

　 不

良 良逋 良

九
月
一

日

　
二

　
五

こ

こ

一
一

　
七

八

刀
十
五

日

　

　
　
一

　

　
　

九

　

　

二

〇

　

　
】
六

　

　
　
一

　

右
の

如
く

で

全

體
よ

り

見
れ

ば

八
月
十
五

日

現
在

よ
り
悪
化
し
陀

も
の

が

多
く
普
涎
の

下
作
ε

見
る

べ

き
で

あ

る
。

五

七
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